
定
時
制
高
校
に
お
け
る
文
語
文
法
の
導
入
指
導

・
=
・
,
:
.
*
　
い
　
∴
州
　
㍉
　
　
　
　
　
　
　
り
,
>
-
蝣
　
し

二
は
じ
め
に

昨
年
四
月
に
現
場
に
出
て
か
ら
一
年
あ
ま
り
の
実
践
の
中
で
、
も
っ
と
も
投

汁
-
;
蝣
-
.
'
'
.
'
-
j
r
-
'
'
C
-
'
'
∵
小
/
-
蝣
'
r
‥
、
,

r
入
∵
'
;
y
;
二
:
.
'
な
か
∴
V
-
,
?
'
巽
:
誓
紙

a
c
t
.
'
^
串
∴
t
に
い
て
'
そ
「
:
-
r
!
'
C
-
i
i
か
い
る
t
へ
*
・
.
蝣
・
,
-
.
.
-
し
い
-
こ
L
J

V
V
-
"
,
・
>
'
!
-
>
こ
と
「
∴
∵
、
㌫
I
t
s
:
'
-
-
'
.
t
.
'
∵
し
蝣
蝣
'
.
'
j
-
s
i
'
,
-
-
蝣
"
:
入
C
ニ
豆
l
へ
こ

か
ら
手
を
つ
け
て
い
-
か
'
ど
-
い
う
見
通
し
を
た
て
て
い
く
べ
き
か
へ
そ
の

t
f
v
'
^
r
^
つ
・
蝣
,
∵
＼
∵
f
.
・
>
・
"
蝣
い
上
&
i
-
"
k
っ
た
"
¥
-
'

蝣
,
-
'
.
-
,
◆
'
蝣
'
f
>
-
.
い
て
叶
.
・
的

^
z
t
z
¥
で
'
>
/
-
・
,
-
'
-
'
蝣
'
-
芋
!
;
ご
ー
∴
つ
て
い
た
。

そ
こ
で
へ
昨
年
・
h
f
の
賀
院
を
反
召
し
'
新
し
く
指
導
討
回
を
た
て
て
み
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
芋
が
か
り
を
つ
か
み
た
い
と
振
っ
た
.
各
舘
元
で
個

個
に
考
え
て
い
た
も
の
を
、
一
貫
し
た
'
系
統
だ
っ
た
も
の
と
し
て
計
画
し
て

み
よ
う
と
し
た
。

し
た
が
っ
て
へ
こ
の
発
表
は
'
新
し
い
指
導
の
報
告
で
は
な
-
'
い
か
に
失

敗
し
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
ど
-
改
め
て
い
-
べ
き
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
'

1
、
人
∵
＼
し
.
-
-
-
>
-
c
:
-
/
蝣
-
-
V
f
r
:
」
ご
下
!
蝣
-
-
'
"
>
-
7
1
2
*
'
い
-
た
い
O

.

:
!
(
"
・
.
ォ
/
.
誉
,
i
'
:
-
i
特
別
と
し
て
ど
C
上
蝣
r
-
'
i
-
I
T
]
1
-
出
が
あ
る
^
r
-
.
D
3

喬

　

　

現

て

お

＼

¥

'

l

蝣

蝣

-

,

>

.

い

。

'

-

"

:

'

蝣

:

<

"

・

蝣

-

,

-

・

r

十

.

,

う

∴

に

目

し

て

は

へ

ま

t

J

T

r

C

-

.

r

'

-

V

†

し

」

い

?

:

>

-

.

-

j

-

㍗

-

f

t

え

な

い

O

国

語

(

早

)

が

十

単

位

へ

国

語

(

乙

)

が

六

単

位

へ

漢

文

が

E

I

単

位

組

ま

れ

て

お

り

'

思

ま

れ

た

状

態

で

あ

る

と

い

え

る

。

こ

の

中

で

古

文

の

占

幼

て

い

る

割

合

が

-

予

想

以

上

に

大

き

い

。

田

盈

(

甲

)

に

使

用

し

た

教

科

書

(

教

ぺ

‖

E

琶

研

究

<

1

V

編

、

「

総

合

新

高

等

国

語

」

)

で

は

'

三

十

二

単

犯

の

-

ち

七

堅

苑

が

古

典

を

扱

っ

た

も

の

で

あ

る

.

ペ

ー

ジ

数

で

は

'

指

揖

斐

盟

に

元

さ

れ

て

い

る

二

十

%

か

ら

三

十

%

と

い

う

柑

印

を

越

え

て

、

E

十

い

∵

ウ

:

-

C

」

:

J

い

」

と

∴

(

r

∴

)

:

,

:

,

:

蝣

蝣

:

入

る

上

、

半

分

近

く

を

古

文

で

占

め

て

い

る

こ

と

に

な

る

。

こ

れ

が

'

生

徒

に

と

っ

て

、

大

き

な

負

担

と

な

っ

て

い

る

。

姓

徒

は

'

古

文

に

ほ

と

ん

ど

必

班

性

を

感

r

て

い

-

w

い

1

.

<

-

?

9

S

;

:

0

-

^

j

(

J

T

v

'

*

'

/

蝣

'

i

^

,

'

-

-

1

'

'

'

-

・

¥

;

つ

い

て

は

、

単

J

-

Z

t

i

l

間

⊥

け

'

C

-

'

A

>

ん

∴

L

J

,

,

J

口

に

-

て

い

(

,

こ

と

た

、

符

に

は

㌣

絹

r

-

.

-

蝣

'

'

'

L

:

*

-

T

:

.

¥

‥

十

＼

ら

い

し

か

契

施

さ

れ

て

い

な

い

甥

状

で

あ

る

。

そ

の

-

え

、

鎮

従

の

欠

席

'

渥

刻

も

多

い

た

め

に

'

時

間

的

な

規

約

は

大

き

な

陣

門

と

な

っ

て

い

る

。

こ

と

に

'

∵

J

L

I

・

*

-

-

'

.

t

y

-

/

∴

で

�

"

r

;

冨

∵

リ

.

L

〔

∵

・

'

-

V

-

:

,

'

つ

-

t

^

.
I

6
一



二
'
は
じ
め
て
の
指
導
と
そ
の
反
省

文
ナ
言
い
;
-
'
M
r
吟
¥
J
蝣
'
蝣
小
F
:
=
す
t
'
蝣
&
U
r
K
-
U
お
い
て
は
t
P
i
訂
(
-
)
a

告
(
¥
J
)
二
郎
に
L
j
-
f
.
'
.
d
.
'
・
'

蝣
'蝣n
山
て
い
・
∵
ぐ
こ
っ
4
‥
t
V
H
文
法

の
指
導
は
、
国
語
(
甲
)
で
行
な
-
こ
と
に
し
た
o
国
語
(
乙
)
.∈
文
法
だ
け

*
-
・
蝣
」
?
-
-
H
-
て
㍍
-
"
;
"
・
*
・
;
C
'
こ
し
∴
卜
よ
っ
て
、
-
M
^
j
j
-
i
c
V
L
J
㍉
;
I
V
.
;
¥
J
-
¥
-
,
え
る

よ
-
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
文
法
は
な
る
べ
く
表
面
に
出
さ
な

い
で
'
文
の
中
で
'
文
と
・
i
も
に
扱
-
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が
へ
そ
の
も
と
に

な
っ
た
。

*
-
:
・
.
I
∵
j
t
O
Z
H
(
叩
)
r
.
-
t
f
t
i
t
i
'
用
ト
i
f
.
t
-
W
^
.
告
C
よ
ト
な

j
J
V
打
C
-
」
手
、
]
r
J
か
蝣
-
:
;
:
=
:
蝣
-
-
*
蝣
蝣
:
>
:
・
.
 
-
'
い
・
＼
こ
と
と
い
*
・
;
]
<
;
*
.
 
'
は
い

で
考
え
て
い
た
。

ヱ
　
元
.
‥
t
」
　
ニ
　
　
　
　
　
す
L
J
f
l
り
よ
う
に
;
-
/
i
?
-

単
元
蜘
「
古
典
に
親
し
む
」
の
扱
い

小
　
　
　
r
.
J
.
-
i
:
-
:
蝪
_
 
-
_
.
.
,
:
　
　
よ
.
・
二
ト
な
っ
た
。

(
I
)
　
古
・
j
 
C
∴
芸
.
冒
し
.
 
'
.
j
P
/
-
;
-
;
;
捕

(
=
こ
　
t
-
r
-
H
.
c
蝣
,
月

(
3
)
　
折
り
た
く
柴
の
記

(
4
)
　
七
'
"
"
蝣
>
?
J
f
~
Z
言

nliir-

二
一
四
時
間

二

っ
て
い
た
。

〓
　
浩
し
い
-
r
,
v
l
-
-
T
/
:
-

臼
　
近
代
の
短
歌
と
俳
句

臼
　
長
編
小
説

f
-
　
4
n
-
L
7
i
i
"
;
i
-
む

畔
　
国
語
の
認
解
を
&
s
め
る

閃
　
操
文
入
門

的
　
古
典
を
読
む

^
:
;
-
i
r
^
-
j
i
-
i
り

こ
r
-
2
-
i
-
j
、
I
_
/
㌣
て
∴
に
　
什
　
卜
い
r
v
.
t
 
f
l
"
Z
j
、

二
八
時
間

一
四
時
R

r
a
瑚
雌

二
四
時
間

EiTII

l
i
-
L
v
J

I'll二・mm

一
二
時
間

?
'
2
!
i
.
祉
二
i
]
で
も

る
。
導
入
は
、
と
く
に
脚
の
「
古
典
に
親
し
む
」
の
単
元
で
行
な
わ
れ
る
t
へ
き
で

あ
る
と
彩
え
、
そ
れ
ま
で
は
文
語
文
法
に
は
触
れ
な
い
で
お
こ
-
と
し
た
O
　
い

た
ず
ら
に
混
乱
さ
せ
て
は
'
か
え
っ
て
悪
い
影
苦
し
か
与
え
な
い
と
考
え
た
か

・
;
J
'
*
>
'
;
'
・

一
方
へ
教
科
書
の
内
群
に
し
た
が
っ
て
接
っ
て
い
く
こ
と
、
文
江
賃
項
は
'

こ
の
単
苑
の
目
標
と
し
て
'
次
の
一
二
つ
を
中
心
に
考
え
た
。

-
-
-
:
i
i
 
O
i
:
:
託
と
川
章
　
つ
い
て
止
-
い
i
:
h
r
.
^
一
写
　
し
へ
古
^
に
'
-
:
r
l
-
1
-
-

持
つ
よ
-
に
な
る
。

2
　
文
語
文
法
へ
　
こ
と
に
助
詞
、
助
動
詞
の
佃
き
が
わ
か
り
'
一
応
利
E
で

き
る
よ
-
に
な
る
。

3
　
古
文
の
語
法
に
な
れ
へ
読
解
の
方
法
p
i
つ
い
て
理
解
す
る
。

こ
の
日
標
を
も
と
に
'
最
初
の
古
文
で
あ
る
「
荒
城
の
月
」
と
「
折
り
た
-

柴
の
記
」
と
を
扱
っ
た
が
、
前
者
が
古
文
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
古
文
に
近
づ

-
た
め
の
扱
い
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
'
役
者
は
木
棺
的
な
古
文
と
し
て
の
扱

い
に
な
っ
た
。

蝣
-
'
f
圭
H
,
"
*
*
-
-
1
∵
　
　
す
る
I
L
t
 
K
O
+
i
う
に
-
1
'
J
-
'
0
-

「
荒
城
の
月
」

(
-
)
イ
　
口
語
と
文
語
の
ち
が
い
に
つ
い
て
調
べ
、
ま
と
め
て
み
る
。

ロ
　
そ
こ
か
ら
'
抑
詞
の
省
略
と
柏
餅
詞
f
の
」
　
「
が
」
の
同
法
に
つ

い
て
ま
と
め
る
。

a*..
i



.
ハ
　
助
動
詞
「
き
」
・
「
ず
」
・
「
む
」
に
つ
い
て
知
る
。

ニ
　
口
語
訳
を
し
て
み
る
一

ホ
　
対
句
的
表
現
に
つ
い
て
理
的
し
、
薄
行
の
よ
さ
を
琴
芝
て
い
-
o

「
折
り
た
-
栗
の
記
」

(
I
)
イ
'
試
み
な
れ
る
こ
と
.
(
か
な
づ
か
い
は
'
同
語
(
乙
)
の
「
枕
草

子
」
で
-
-
蝣
Z
"
'
-
r
r
ご

P
t
的
勧
請
「
き
」
　
「
ず
」
　
「
む
」
に
つ
い
て
、
復
習
し
、
整
理
す
る
0

ハ
、
助
動
詞
「
け
り
」
　
「
べ
し
」
に
つ
い
て
考
え
へ
　
「
け
り
」
は
、
清

E
'
K
r
,
∴
∴
＼
的
に
:
-
;
-
t
-
J
目
す
。

ニ
'
助
詞
「
や
」
か
ら
'
係
り
結
び
に
つ
い
て
考
え
る
。

ホ
'
　
川
I
'
(
蝣
蝣
い
て
、
T
-
-
-
-
・
蝣
蝣
'
*
蝣
:
音
・
:
・
丁
告
c
m
＼
‥
蝣
>
,
-
>
.
:
・
.
'
>
」
と
㌣

醜
t
a
g
s

(
り
こ
ィ
、
文
;
;
'
r
.
 
'
蝣
:
_
 
-
冥
　
∴
C
‥
点
.
u
 
c
v
t
-
蝣
'
-
-
り
け
*
蝣
;
>
蝣
-
:
*
蝣
!
、

i
?
1
-
-
'
.
-
'
f
.
:
-
-
ド
(
　
い
こ
ォ
J
j
;

ロ
へ
助
動
詞
「
ら
る
」
　
「
た
り
」
　
「
し
む
」
　
「
ぬ
」
に
つ
い
て
理
解
千

る
。

ハ
、
サ
変
の
動
詞
(
「
問
す
」
　
r
し
け
れ
ば
」
)

、
-
v
^
-
-
言
∴
〔
　
い
て
t
.
:
L
L
L
」
:
C
'
'
J

(
-
)
-
、
ロ
ー
蝣
J
O
^
C
^
V
v
-
-
語
(
「
や
.
1
:
∵
J
L
 
t
 
'
^
-
こ
l
l
〔
　
い
て
.
.
?
班

'.am

p
へ
助
鋤
吾
「
す
」
　
「
た
し
」
　
「
べ
し
」
　
「
り
」
に
つ
い
て
調
べ
る
o

ハ
'
助
詞
「
こ
そ
」
の
同
法
に
つ
い
て
考
え
る
.

(
4
)
ィ
、
敬
語
と
既
習
の
助
詞
の
ま
と
の
を
す
る
。

ロ
、
助
動
詞
「
な
り
」
に
つ
い
て
調
べ
る
O

ハ
、
こ
と
ば
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
る
.

〔
「
に
あ
り
」
1
「
な
り
」
な
ど
)

(
5
)
イ
'
助
動
詞
「
む
」
に
つ
い
て
調
べ
る
.

ロ
へ
び
の
よ
め
†
ユ
,
*
"
-
*
^
'

ハ
'
代
t
-
a
-
T
;
*
:
.
-
'
口
t
K
J
J
比
㌫
)
.
し
て
E
.
1
m
す
る
。

(
蝣
-
)
ィ
t
n
i
.
汀
u
L
J
v
i
-
か
せ
t
t
^
f
-
a
i
持
小
工
禁
・
"
」
"
蝣
C
∴
ロ

z
r
/
.
1
i
-

る
。

P
t
文
責
の
性
柏
に
つ
い
て
考
え
る
。

(
t
-
1
-
t
r
-
-
r
叫
に
よ
r
t
叩
.
1
V
'
"
<
-
・
買
.
0

ロ
'
文
語
文
に
お
い
て
'
口
語
と
ち
が
ぅ
用
沫
と
意
味
を
持
つ
語
に
つ

い
て
ま
と
め
る
。

(
右
の
(
-
)
-
-
(
7
)
は
二
尊
位
時
間
を
つ
な
い
だ
<
十
分
の
授
業

の
一
国
分
を
一
試
す
o
)

お
お
よ
そ
-
^
-
¥
士
0
-
s
・
-
-
蝣
,
'
.
-
<
^
川
に
な
っ
た
べ
∴
.
」
'
.
-
蝣
'
'
-
"
す
べ
き
し
=
∵
」
し
て
半
て

た
り
に
t
K
O
i
=
-
'
:
-
:
J
t
も
G

l
、
文
語
文
法
は
こ
の
単
元
か
ら
始
ま
る
と
考
え
た
こ
と
1
そ
の
た
め
に

.
生
徒
に
改
ま
っ
た
感
じ
を
与
え
へ
導
入
が
い
っ
そ
-
む
ず
か
し
く
な
っ

た
。
い
っ
ほ
う
箪
笹
不
足
の
原
因
と
も
な
っ
た
O
と
に
か
-
、
こ
こ
ま
で

の
殿
照
で
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

2
'
令
体
の
見
通
し
が
た
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
-
討
同
性
の
な
い
均
あ

た
.
り
S
I
J
:
^
,
9
^
三
;
"
t
.
冨
六
・
日
v
-
-
i
-
^
-
岩
t
m
…
-
i
-
i
.
∵
-
蝣
/
J

L
t
脱
落
し
た
文
法
巧
項
も
あ
っ
た
0

3
へ
生
徒
の
持
つ
文
法
知
識
に
つ
い
て
の
配
だ
が
欠
け
て
い
た
こ
と
1
い

き
な
り
助
詞
、
助
動
詞
の
説
明
か
ら
入
っ
た
の
も
こ
の
た
め
一
で
あ
る
O
口

語
文
法
ま
文
語
の
用
言
を
'
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
と
し
て
処
糾
し
た
の

も
'
失
敗
の
一
閃
で
あ
っ
た
。
理
解
の
芋
が
か
り
と
し
て
'
そ
う
い
っ
た

0

[
-



も
の
を
利
用
す
る
こ
と
か
で
き
て
い
な
い
。

4
'
学
習
上
の
抵
抗
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
　
ー
　
ど
こ
が

・
,
'
;
蝣
>
ォ
ー
>
蝣
'
"
'
>
J
J
こ
　
　
　
-
や
す
い
蝣
f
j
'
f
:
わ
か
蝣
s
s
u
l
っ
」
;
-
1
-
i
V
.
'

理
解
の
テ
ン
ポ
や
'
理
解
と
使
用
能
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
'
よ
み
誤

y
-
(
∴
・
I
'
-
^
-
)
:
キ
I
J

i
-
_
 
'
-
s
i
'
J
・
＼
:
・
嵩
-
/
-
㍗
;
w
>
i
-
J
'
i
'
-
-
.
川
　
し
・
叫
∴
川
し
よ
う
し
」
し
た
こ
上
I
-
I

指
迫
の
混
乱
の
原
因
と
な
っ
た
O
　
こ
れ
も
'
全
体
の
見
通
し
が
た
っ
て
い

蝣i-t--nっ∴∵JIL.Ii上'*-'---.'̂
'.!蝣・K-∴∵i'・蝣>か・_言山間に江-?-蝣:∵りする'

り
い
れ
*
>
'
'
蝣
・
,
.
い
蝣
f
V
7
」
r
-
-
;
r
生
徒
に
㌦
　
な
∵
「
　
　
八
'
只

を
そ
ぐ
こ
と
に
も
な
っ
た
。

G
t
加
味
づ
け
に
失
敗
し
た
こ
と
I
文
法
は
万
能
で
あ
り
'
し
か
も
理
研

す
る
こ
と
が
大
変
な
も
の
で
あ
る
と
い
-
印
象
を
持
っ
た
者
が
、
か
な
り

い
た
よ
う
で
あ
る
。

7
'
教
材
が
消
当
で
な
か
っ
た
こ
と
　
-
　
助
捌
詞
の
積
粗
の
多
い
こ
と
が
、

導
入
の
場
合
の
抵
抗
と
な
っ
た
。
ま
た
教
訓
的
で
難
倍
で
あ
る
こ
と
(

「
　
　
∴
∵
＼
-
-
-
r
7
?
」
)
-
"
t
 
l
J
i
r
>
:
-
'
'
<
j
'
・
＼
S
:
u
L
-
J
-
1
小
っ
八
　
　
人

と
し
て
は
'
説
詣
文
学
が
過
当
と
思
わ
れ
る
O

堅
花
的
「
古
典
を
ォ
:
f
i
む
」
の
扱
い

こ
　
　
誉
1
-
.
は
'
十
六
言
-
-
-
,
r
-
 
'
)
i
ふ
っ
-
 
'
:
:
f
;
 
'
i
'
.
つ
た
の
*
*
'
「

(
L
・
こ
　
師
o
n
;
　
(
「
　
　
〓
」
　
)

(
'
-
)
　
　
丈

(
」
」
)

(
:
?
」
)

m
」
I
J
「
止
i
,
 
-
M
.
1
-
」
て
ふ
・
.
㌔

(
-
)
　
少
将
誹
が
へ
り

(
り
こ
　
t
^
-
c
?
(
i
;
-
:
「
　
　
　
　
こ
)

(
。
こ
　
年
式
雑
感

(
4
)
　
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ゝ
に
(
「
徒
然
荘
」
)

九
時
間

一
時
闘

(
r
Z
S
)

一
六
時
に

自
E
i
と
し
て
、
次
の
三
つ
を
考
え
た
。

1
、
各
作
品
に
よ
り
へ
リ
ズ
ム
'
文
体
な
ど
そ
の
表
現
様
式
の
ち
が
い
を
知

る
。

・
蝣
'
-
y
.
叫
∴
よ
C
‥
一
里
隼
'
.
-
.
y
C
¥
i
-
:
し
て
い
く
た
め
に
t
t
i
r
-
i
t
」
」
・
7
'

文
節
関
係
,
代
名
詞
へ
副
詞
を
扱
-
。
ま
た
'
前
単
花
の
反
省
か
ら
t

e
.
/
i
o
^
E
!
.
;
1
;
一
い
て
も
:
=
汁
す
・
r
*
-

3
'
古
文
を
親
し
い
も
の
と
し
て
読
み
と
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
。

ま
す
'
「
平
家
物
語
l
で
は
'
主
語
・
述
語
の
関
係
を
中
心
に
ヘ
音
槙
の
説

」
.
"
"
蝣
'
"
'
-
-
.
読
C
に
た
け
た
ら
*
>
'
c
i
v
J
i
'
i
「
る
」
r
^
」

「
け
む
」
「
ら
む
」
「
ま
し
」
r
'
こ
と
し
」
な
ど
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
て
い
っ

た
。「

綻
然
茸
」
で
は
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
捕
用
・
動
詞
の
清
用
・
係
り
結

V
.
'
-
-
-
'
∴
l
三
卜
t
T
い
W
;
H
-
J
H
・
t
H
い
訂
.
蝣
蝣

^
J
,
-
小
2
-
*
J
∵
:
"
)
と
に
よ
っ
て
へ

品
詞
に
触
れ
て
み
た
。
修
飾
語
に
つ
い
て
説
明
し
'
こ
と
ば
の
呼
応
相
続
に
つ

い
て
ま
と
め
る
.
助
動
詞
で
は
「
め
り
」
r
ね
」
「
ら
る
」
「
り
」
「
ず
」

「
じ
」
「
ま
じ
」
一
ぬ
べ
し
」
「
つ
べ
し
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
っ
た
.
反

I
;
:
∵
J
L
蝣
J

l
t
単
調
な
指
導
に
な
っ
た
こ
と
1
サ
一
法
試
現
が
き
ち
ん
と
整
E
H

H
-
V
さ
れ
な

い
た
め
氾
乱
し
た
が
'
古
文
は
結
局
こ
ん
な
も
の
だ
と
い
う
気
狩
で
'

U
'
^
'
-
>
'
-
)
.
^
、
て
f
?
j
蝣
'
言
・
で
も
心
ぐ

2
'
指
導
が
あ
と
も
ど
り
し
て
い
っ
た
こ
と
・
・
1
-
一
芸
し
た
見
通
し
が
な
か

っ
∴
∴
'
文
-
;
;
・
-
_
-
W
'
-
‥
n
t
.
'
-
-
へ
へ
∴
z
>
-
-
f
i
蝣
-
;
-
I
'
"
!
I
・
蝣
'
-
;
用
へ
と

い
う
逆
の
方
向
に
進
ん
で
い
っ
た
。

7
1

.



3
'
文
法
が
裏
面
に
出
す
ぎ
て
'
固
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
1

相
調
に
氾
ま
な
い
た
埠
に
'
文
法
に
つ
い
て
の
説
明
が
多
-
な
り
'

ま
た
、
説
明
も
-
ど
い
も
の
に
な
っ
た
O
第
一
学
符
で
あ
れ
も
こ
れ
も

t
-
V
お
う
と
L
∴
∵
」
L
L
が
'
:
蝣
:
-
>
*
蝣
.
る
G

相
即
「
K
'
X
'
S
J
-
n
^
」
の
拭
い

こ
の
単
元
で
こ
れ
ま
で
の
文
語
文
淡
の
指
導
の
し
め
く
く
り
を
つ
け
た
い
と

考
え
'
次
の
よ
う
な
目
標
を
た
て
た
。

I
t
H
∴
I
f
x
-
∵
」
'
:
'
∴
'
-
>
蝣
'
蝣
蝣
い
r
-
-
'
蝣
品
-
㌃
C
+
蝣
'
・
<
"
蝣
い
、
t
_
_
i
'
-
十
r
-
4
-
-
;
.
い
)
言
・
:

把
に
す
る
0

2
'
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

1
'
∵
;
=
:
;
"
.
,
O
に
人
工
・
.
[
ご
工
∵
矧
・
十
<
'
-
C
-
!
,
:
ト
、
u
d
c
_
-
.
∴
用

に
つ
い
¥
J
一
'
蝣
:
蝣

/
蝣
」
L
L
に
-
'
-
'
A
*
.
'
,
S
I
＼
し
た
。
)

以
上
の
日
程
も
、
年
艮
未
の
時
間
不
足
か
ら
'
全
部
を
終
え
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
口
語
文
技
と
文
語
文
法
の
比
較
は
'
代
名
詞
を
中
心
と
し
た
も

C
I
L
-
.
'
-
<
'
J
÷
べ
て
告
3
-
人
I
-
Q
.
'
「
i
U

H
i
-
v
:
:
-
-
:
¥
:
.
‥
-
"
-
'
'
:
l
二
.
3
0
・
f
∵
蝣
-
1
p
.

蝣
1
-
J
芋
∵
・
I
二
言
二

i
3
1
-
-
∵
'
-
-
蝣
;
c
.
-
-
,
蝣
-
'
-
-
.
-
ド
.
皇
し
＼
・
]
丁
に
:
.
[
∵
か
ご
;
。
蝣
蝣
'
,
す
る
に
、

1
、
・
i
圭
i
・
ォ
;
'
・
-
ヱ
く
y
>
)
-
し
め
へ
工
ノ
蝣
r
.
-
t
i
か
f
・
:
∵
J
L
j
-
こ

宮
片
P
r
て
<
V
,
*
.
/
-
i
∵
、
;
O
r
-
;
i
サ
ー
J
め
て
;
-
j
:
'
-
t
t
i
'
こ
と
に

し
」
i
-
y
y
-
f
-
:
る
J
L

2
、
動
詞
に
お
い
て
は
'
二
段
沼
用
の
も
の
に
抵
抗
を
強
く
感
じ
た
こ
と
.

1
,
-
'
A
・
-
:
蝣
'
'
ェ
と
わ
c
-
i
i
-
か
r
」
>
.
;
'
」
:
に
'
き
4
∵
ん
-
>
J
'
;
V
'
-
^
さ

象
を
残
さ
な
か
っ
た
こ
と
1
-
こ
の
た
め
「
基
礎
が
で
き
て
い
な
い
。
」

I
L
い
う
y
.
∵
i
:
<
-
'
.
'
-
＼
旺
さ
れ
に
1
,
だ
っ
-
j
-
^
M
-
.
-
b
^ 総

ま
と
め
を
し
'
全
体
的
な
視
野
を
持
た
せ
る
こ
と
が
'
こ
の
段
帽
で
は
必
要

で
◆
山
っ
人
T
L
思
　
　
　
'
&
r
-
 
'
.
 
-
-
に
ユ
v
o
,
-
c
i
 
-
L
_
i
 
'
-
ェ
'
;
*
?
!
'
仙
　
　
　
】
　
誓
・
:

に
も
触
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

目
上
C
よ
う
-
W
^
c
-
r
-
:
-
^
-
」
¥
;
、
十
:
・
い
T
'
u
i
の
日
立
　
　
　
豆
蝣
-
r
蝣
・
}
,
ご
i
j

三
'
今
年
度
の
指
導
計
画

指
導
討
両
を
た
て
る
ま
え
に
、
新
し
く
入
学
し
て
-
る
生
徒
が
ど
の
程
度
の

i
/
r
-
V
S
i
∴
〕
吉
:
=
っ
て
い
る
か
-
,
 
'
-
J
、
/
.
∴
　
入
∵
の
汁
-
:
蝣
'
T
-
,
'
子
r
"
.
 
'
蝣
蝣
・
'
蝣
'
I
i
J
千
十

I
!
!
-
 
-
-
)
-
;
-
-
蝣
対
:
抜
∴
'
-
?
M
i
L
¥
J
,
1
∴
r
J

(
昭
和
三
五
年
四
月
一
六
日
調
査
)

調
査
の
結
果
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

2

e



I
t
文
法
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
わ
か
っ
て
い
な
い
も
の
が
'
か
な
り
い
る
こ

と
。
(
i
'
l
l
:
-
J

2
'
活
用
に
つ
い
て
理
解
で
き
て
い
な
い
も
の
が
い
る
と
い
-
)
,
と
。

3
'
動
詞
の
は
あ
い
'
語
の
区
切
り
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
捕
和
さ
せ
る
必
要

の
あ
る
こ
と
。
た
と
え
ば
上
一
段
、
カ
変
な
ど
の
活
用
に
お
い
て

な
へ
　
ま
'
る
'
る
、
れ
'
よ

み
'
み
、
る
'
る
、
れ
'
上

の
よ
う
な
、
蝉
語
と
し
て
の
切
れ
目
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
な
い
者

が
半
分
ほ
ど
見
ら
れ
る
。

4
、
助
詞
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
。

5
'
文
の
成
分
間
の
関
係
が
予
想
ほ
ど
に
は
で
き
て
い
な
い
こ
と
。
こ
の
調

査
で
は
'
_
主
葦
琶
置
指
摘
さ
せ
て
調
べ
た
が
'
修
飾
語
な
ど
で
は
も

っ
　
　
い
j
:
-
-
^
*
-
-
蝣
†
x
:
Y
j
出
る
f
l
C
i
^
K
石
。

こ
p
:
:
蝣
-
-
蝣
_
'
は
'
中
∵
ト
j
¥
'
-
:
'
1
-
;
r
/
・
へ
た
t
I
に
入
∵
-
・
T
.
∵
V
C
∴
　
　
　
　
ト
と
い

-
こ
と
か
ら
も
、
-
な
ず
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
O

指
導
計
画

ま
ず
基
本
的
な
方
針
と
し
て
'
次
の
よ
-
な
こ
と
を
考
え
た
.

(
-
)
国
語
(
甲
)
に
お
い
て
'
文
に
即
し
た
文
語
文
法
の
導
入
指
道
を
考

え
る
。
こ
れ
は
、
最
初
の
も
の
を
踏
欝
す
る
わ
け
で
あ
る
。

(
り
こ
日
詰
'-
-
-
'
-
蝣
¥
:
-
;
'
て
蝣
-
-
-
i
,
J
-
.
¥
C
,
w
i
<
i
'
-
-
;
-
て
'
4
-
・
/
;
;
.
刊
霊

そ
の
人
工
.
に
'
=
冥
/
^
-
Q
ナ
/
.
C
∴
.
小
Z
2
'
i
'
:
¥
∵
‡
∴
L
r
:
・
-
;
-
¥
~
.
'
-
-
~
-
川
-
'

:
'
-
-
蝣
;
-
-
:
r
¥
-
I
-

ユ
へ
'
1
-
-
J
」
も
。
そ
こ
で
黒
蝣
;
-
[
!
蝣
/
-
-
¥
-
;
-
;
-
蝣
;
と
‥
蝣
蝣
-
"
.
'
蝣
*
-
蝣
'
∴
小
1
-
.
二

と
い
-
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

{
-
-
-
蝣
)
古
!
/
0
,
^
i
:
!
2
玩
し
・
.
,
'
-
:
'
.
Z
K
-
m
-
-
"
-
J
r
s
`
い
∵
言
'
-
'
,
い
'
-
.
'
蝣
)

に
㌫
顆
と
C
;
¥
J
い
・
S
J

(
、
1
)
書
と
i
?
i
i

こ
'
里
二
r
i
'
r
、
い
て
は
∴
J
-
*
C
を
し
(
i
L
I
」
!
2

は
短
か
-
)
'
助
詞
へ
助
動
詞
は
細
か
く
は
や
ら
な
い
。

(
5
)
計
桝
で
は
'
ど
う
い
-
項
目
を
、
ど
-
い
-
順
序
で
指
導
す
る
か
t

と
い
-
点
を
重
視
し
て
い
-
0

こ
の
方
針
を
も
と
に
'
前
年
藍
の
指
導
を
参
考
に
し
な
が
ら
'
各
単
冗
ご
と

に
訂
.
的
か
.
立
C
て
い
っ
¥
j
,
-
;
人
;
。
.
;
-
;
・
一
¥
7
'

」
9
は
t
i
.
i
i
-
-
-
h
と
し
へ
二
祥
目
上

で
に
-
n
?
*
>
ト
J
.
う
と
い
蝣
-
.
^
c
い
り
山
で
も
'
¥
*
J

H
-
;
H
I
T
i
.
I
-
い
」

こ
の
学
兄
で
は
'
口
語
文
法
の
監
理
を
行
な
-
。
そ
の
た
め
に
へ
文
の
構
造

か
ら
用
言
の
活
用
へ
t
と
い
-
手
順
を
考
え
て
み
た
O

小
柱
!
[
-
>
蝣
-
L
I
J
て
㍑
八
.
-
蝣
'
(
∴
f
l
+
5
石
。

(
1
)
表
現
と
理
解

(
-
o

(
ォ
)
フ
ジ
オ
と
開
き
じ
ょ
う
デ

(
4
)
調
子
第
一

(
・
-
-
)
Y
'
,
;
-
心
や
f
.
'
;
.
'
?
z
r
>
と
L
T
、
¥
f
>
-
-
?
I

(
-
-
)
告
の
二
i
f
i
'
:
>
<
V
;
-
C
∴
蝣
i
,
'
J
方

こ
の
教
材
を
利
用
し
て
'
次
の
よ
-
に
進
め
て
い
き
た
い
。

I
t
撃
、
L
y
.
圭
¥
i
C
:
:
U
i
i
∴
)
・
:
蝣
-
:
中
、
-
'
J
'
:
-
」
i
v
^
Z
Z
(
「
-
・
-
S
l
-
サ
J

卜
-
,
J
に
ぶ
い
て
に
'
「
V
j
¥
J
-
し
た
蝣
・
-
.
f
v
-
叶
に
-
蝣
!
-
:
-
>
_
「

れ
よ
り
も
ー
す
な
わ
ち
-
ま
た
-
」
な
ど
の
よ
う
に
'
旧
接
・
逆
接
の

例
が
多
い
。
)

2
'
句
4
3
点
の
指
猿
か
ら
'
文
と
文
飾
を
た
し
か
め
る
o
(
「
発
古
」
)
こ

1
は
'
い
r

I
t
H
H
に
、
作
V
i
i
-
-
r
-
1
'
'
i
'
"
'
l
^
^
.
V
j
-
.
'
.
て
ぅ
。
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3
'
・
I
T
,
蝣
-
¥
∴
∵
文
人
∵
し
-
!
-
.
蝣
」
.
-
(
「
二
、
二
・
L
L
H
J
f
J

じ
ょ
う
ず
」
に
は
'
「
何
々
は
」
の
形
の
文
が
多
い
。
)

1
'
忙
-
,
.
;
:
;
G
*
w
'
-
・
t
x
'
n
蕪
、
-
.
'
Q
∴
一
し
,
:
_
め
蝣
}
l
t
'
(
蝣
-

.
∴
い
¥
;
i
t
L
J

I
つ
O

L
L
?
'
喜
ト
r
?
:
-
;
-
!
-
)
て
t
J
C
は
<
:
C
'
:
;
j
i
-
:
i
^
し
め
る
。

-
'
r
^
-
^
E
^
O
予
;
E
へ

○
活
用
と
い
う
こ
と
へ
活
用
形
。

(
)
活
用
の
種
炭
・
何
段
活
用
と
い
う
名
称
の
由
来
の
説
明
.

O
E
w
∵
小
目
・
T
i
^
E
蝣
サ
'
蝣
-
<
V
i
C
周
り
.
.
.
-
J
い
十
'
'
"
'
-
,
*
'
蝣
‥
一
し
′
蝣
>
'

蝣
?
.
-
＼
r
J

r
j
∵
∴
言
-
[
_
.
.
'
蝣
J
り
リ
一
V
r
l
-
つ
き
-
z
-
,
-
)
¥
:
る
へ
、

7
、
文
・
段
落
・
文
章
に
つ
い
て
に
か
め
る
o
(
「
大
音
や
要
旨
の
と
ら
え

」
に
'
-
:
:
t
l
'
:
!
'
'
1
山
る
G
)

単
元
口
「
近
代
の
持
説
と
俳
句
」

こ
C
/
i
;
予
>
蝣
'
V
H
小
/
蝣
-
蝣
;
/
r
…
一
と
し
w
、

IR
・
＼
七
・
人
し
い
の

作
・
_
・
∵
し
十
↓
.
'
'
)
J
-
J
V
、
工
1
1
圭
.
J
∴
V
.
+
C
・
"
'
蝣
'
-
i
c
y
.
-
^
o
う
ん

注
苦
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
か
な
づ
か
い
そ
の
他
'
こ
こ
を
て
い
ね
い
に

-
J
c
"
-
'
-
"
-
-
蝣
"
'
C
*
こ
と
に
上
「
・
.
J
t
:
'
-
i
s
Z
r
;
エ
・
‖
・
i
J
こ
∴
す
i
C
t
f
'
'
人
目
、
F
i
l
L
い
い
1
-
^
'
J
-
試

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
.
特
に
短
歌
で
は
役
立
つ
誠
が
多
い
。
小
津

元
と
し
て
は
'

(
-
)
?
^
C
-
-
0
L
L
(
S
i
:
)

(
2
)
柿
く
へ
ば
(
俳
句
)

C
二
ハ
"
ト
+
O
も
黒
ト
爪
∴
い
人
I
'

-
}
'
-
'

蝣
'
"
'

.
∵
)
な
る
。

1
'
文
語
文
と
口
語
文
と
の
ち
が
い
を
簡
単
に
調
べ
て
み
る
。

○
か
な
づ
か
い
(
R
'
例
を
多
く
出
し
て
た
し
か
な
も
の
に
し
て
お
-
O
現

t
代
i
f
i
J
-
づ
か
い
に
〔
い
¥
J
-
I
∴
C
'
i
'
-
'
v
j
V
こ
＼
)

○
,
芽
吾
の
あ
ら
わ
れ
方
(
別
試
「
の
」
の
用
法
へ
助
詞
の
」
e
な
ど
)

○
文
の
結
び
方
の
ち
が
い
(
晶
詞
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
特
に
口
語
に

な
い
∴
・
汁
ト
蝣
蝣
-
蝣
蝣
-
V
-
ォ
ー
)

r
J
甲
蔓
.
に
∵
i
-
*
1
や
二
H
「
-
=
」
C
'
i
"
"
"
-
-
'
い
つ
い
て
培
え
一
〇
-
(
「
:
I
f

ゆ
る
」
「
寂
し
」
「
討
け
し
」
な
ど
)

2
'
文
語
文
に
な
れ
る
た
め
へ
で
き
る
だ
け
時
訴
さ
せ
る
O
短
か
い
も
の
で

あ
る
た
め
に
へ
引
円
に
も
摂
利
で
あ
る
。

3
'
一
部
に
つ
い
て
は
、
E
語
へ
の
結
び
つ
き
も
考
え
る
O
(
「
と
ま
ら
む

と
し
て
」
「
恩
は
れ
a
ま
で
」
な
ど
)

4
'
文
の
構
造
に
つ
い
く
考
J
ズ
る
。
何
句
切
れ
か
と
い
う
こ
と
か
ら
'
修

飢
間
係
に
茨
び
t
、
蝣
i
f
.
語
・
述
語
・
倍
餌
語
間
の
倒
叩
j
J
法
を
説
明
す
る
。

桁
>
r
y
H
a
:
二
に
x
'

-
T
-
L
j
.
1
」

小
へ
∴
皇
J
A
-
.
ト
∴
-
'
-
:
f
と
し
て
'
当
'
蝣
蝣
-
'
0
!
、
い
ご
ア
・
~
-
.
J
.
て
い
,
'
'
.
'
j

た
い
O
動
詞
の
識
別
か
ら
'
活
用
形
・
F
;
用
の
和
親
に
f
i
f
'
る
ま
で
に
は
'
多
-

の
抗
日
!
.
蝣
V
:
一
七
、
丁
∵
圭
'
;
蝣
'
"
-
'
＼
"
:
r
^
c
i
-
:
T
'
-
、
与
よ
;
-
T
l
に
、

‥
い
∴
f
て
蝣
"
)
:
i
-
/
'
蝣
小
:
-
'
:
1
-
-
-
-
u
.
'
-
'
-
'
i
;
-
w
-
・
:
‥
.
)
も
∴
∵
'

教
材
と
し
て
は
'
「
荒
城
の
月
」
「
折
り
た
く
柴
の
記
」
が
滴
当
な
も
の
で
は

な
い
の
で
'
「
今
昔
物
語
」
の
-
ち
の
消
当
な
も
の
と
入
れ
か
え
て
扱
う
。
晶

的
.
1
1
!
m
E
f
:
-
-
>
J
'
r
?
A
-
;
f
H
'
l
,
-
i
;
!
-
'
=
に
は
'
て
＼
'
'
-
'
;
-
.
'
∴
は
い
小
い
;
;
'
.
<
:
-
蝣
-
J
作
・
.
:
山

人
㌫
蝣
'
M
.
.
-
蝣
'
-
-
.
'
-
蝣
'
l
T
-
て
・
*
蝣
-
:
∴
・
L
t
言
と
-
て
川
.
=
亘
-
'
'
r
'
-
i
'
i
い
こ
k
・
"
・
*
・
-
:

で
4
-
-
*
-
も
。

"
"
"
"
¥
r
^
I
'
も
っ
た
「
ふ
n
1
-
1

-
'
C
"
-
∴
-
'
r
-
-
J
u
J
り
」
は
'
「
へ
.

L
H
か
ェ
こ
の
氾
㌍
]

<
?
蝣
サ
・
;
と
で
t
-
"
J
い
1
.
言
,
r
J

l
t
「
か
一
T
r
J
い
」
∵
'
蝣
'
-
-
i
Z
i
-
i
'
J
y
志
,
J
J
∴
*
'
蝣
'
r
-
;
'
.
な
れ
る
こ
L
L
i
;
よ

.tり
7



っ
て
'
古
文
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
抵
抗
の
多
く
は
除
か
れ
る
.
t
た

V
i
っ
て
t
ド
e
・
つ
'
蝣
'
i
ん
に
-
蝣
A
7
^
て
い
く
。

2
'
口
語
と
文
語
と
を
く
わ
し
-
比
較
し
て
み
る
o

C
・
=
黒
蝣
;
蝣
>
f
^

.
J
.
-
*
′
」
へ
結
び
な
ど
の
r
-
.
'
r
:
c
純
.
'
-
'
0
に

C
二
:
I
:
∵
i
t
-
W
^
E
S
v
"
'
」
L
L
t
㌣
・
蝣
i
-
'
1
り
;
/
'
山
㌃
∴
∵
L
T

G
v
.
∵
し
い
隼

3
'
動
詞
の
沼
用
・
活
用
形
・
活
用
の
種
類
に
つ
い
C
理
解
す
る
。

C
'
-
i
品
の
〓
∴
ハ
∴
・
'
蝣
-
'

蝣
J
>
-
ろ
o

O
昌
に
よ
っ
て
'
い
了
・
・
巳
誓
i
.
-
Q
^
r
f
.
^
v
-
'
C

G
W
十
i
2
i
'
-
:
i
'
i
と
め
て
,
f
<
C
h
r
E
f
i
'
'
せ
く
'
'
{
∴
・
。

C
十
二
「
二
持
川
り
:
-
-
.
;
.
.
-
-
に
'
v
-

-
¥
-
-
1
:
.
工
.
思
い
て
H
r
J
や
t
r
r
T
'
"
.
'

t
_
i
-
r

上
一
f
"
蝣
/
t
・
「
一
に
は
'
日
付
∵

G
N
'
i
^
E
O
;
黒
へ
口
(
;
'
-
蝣
=
-
-
'
f
j
,
∴
'
:
聖
・
-
1
'
)
¥
-
'
＼
r
J

r
J
吋
て
・
＼
言
r
r
-
I
^
E
E
-
i
'
J
-
'
J
・
蝣
-
>
'
」
.
~
:
か
汁
*
>
'
∴
r
^
'
.
:
'
u

・
T
t
∵
山
_
L
1
つ
い
て
'
'
蝣
i
S
i
L
.
-
>
:
J
V
r
/
"

5
'
助
動
詞
に
つ
い
て
は
、
口
語
に
い
い
か
え
ら
れ
る
も
の
を
整
印
し
て
お

J
＼
(
-

早
蝣
:
1
;
-
-
;
「
㌫
吾
C
∴
[
:
]
圭
∴
る
」

こ
の
望
R
で
こ
れ
ま
で
対
椙
的
に
比
較
し
な
が
ら
理
解
し
て
き
た
口
語
が
ひ

と
V
:
'
'
I
.
V
C
-
-
C
P
^
,
㍗
,
t
い
・
r
;
.
い
ニ
㌻
∴
号
＼
し
た
い
‥
ふ
㌻
人

て
お
い
人
,
"
蝣
-
/
'
.

蝣
I
-
t
章
口
語
へ
C
:
'
'
'
蝣
-
叶
t
:
l
中
ソ
T
T
l
こ
)
て
I
*
-
i
>
.
'
蝣
人
言
。

文
'
(
'
・
'
'

-
J
∴
り
川
H
j
小
の
・
t
'

.
-
;
に
㍗
L
t
S
h
f
'
∴
;
.
'
-
<
'
告
・
日
工
:
上
,
L
'

こ
こ
で
は
t
h
'
似
性
か
ら
と
ら
え
て
、
日
本
語
と
し
て
の
上
り
大
き
な
視
野
か

ら
考
え
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

こ
こ
で
は
.
次
の
二
つ
の
小
野
刃
が
あ
る
が
'
対
象
と
な
る
の
は
'
(
1
)
で
あ

る
。(

-
蝣
)
木
i
H
L
J
[
」
i
-
a
の
*
-
H
'
-
-
"

(
2
)
控
字
と
蒔
琵

i
i
i
r
i
-
^
-
J
「
古
-
L
'
-
,
:
-
'
}
-
-
>
,
}
」

こ
こ
で
、
詞
に
つ
い
て
一
通
り
仙
れ
て
お
く
.
す
な
わ
ち
、
次
の
ま
と
の
に

至
る
手
が
か
り
を
作
っ
て
お
く
た
め
で
あ
る
o
嬰
冗
何
で
は
、
動
詞
以
外
は
ほ

と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
こ
の
単
元
で
へ
そ
-
い
っ
た
基
群
的
な
文
法

と
告
㍗
)
に
・
,
:
汁
'
-
'
-
)
'
'
'
-
-
!
-
L
汁
た
い
。

さ
ら
に
へ
こ
の
単
元
で
は
'
古
文
解
釈
の
一
般
的
手
順
に
つ
い
て
も
'
ひ
と

と
お
㌫
し
て
-
)
t
'
'
p
'
;
i
'

.
い
J
-
,
'
:
<
h
t
:
.
文
i
U
ら
-
J
T
-
^
'

-
1
t
u
r
r
r
-
一
^
サ

叶
㌻
∴
士
,
い
・
＼
。
そ
r
-
r
-
c
j
t
蝣

蝣
蝣
蝣
"
-
j
C
-
?
/
・
;
;
:
E
主
∵
J
-
i
i
r
㌣
蝣
C
-
.
'
i
i
t
∴
:
-
Z
-
'
-
'
蝣

に
'
一
i
j
L
や
＼
・
＼
-
<
-
:
¥
-
r
.
て
t
n
i
い
r
J

I
t
I
.
I
∵
i
C
・
;
-
・
:
-
J
め
し
忙
l
i
つ
い
¥
j
;
:
-
;
j
;
す
る
。
:
i
_
㍗
.
.

∴
口
了
山
'
.
・
.
'
-
-
昌
レ
t
C
'
.
"
蝣
-
の
∴
:
;
-
>
'
H
Z
黒
!
し
や
す
い
.
上

県
か
小
∵
ハ
,
r
J
∵
∴
蝣
'
蝣
-
A
(
‥
化
l
<
^
)
i
i
t
c
-
L
-
j
寸

で
、
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。

C
.
'
代
に
つ
い
¥
J
-
f
i
L
J
:
I
i
C
"
-
÷
こ
か
蝣
-
<
<
^
!
V
:
た
f
J
J
二
L
r
,
ド

試
み
て
み
る
。

:
A
.
t
h
'
l
C
∴
、
'
・
…
の
い
.
-
-
-
蝣
'
-
-
'
J
ど
[
・
.
中
心
に
ま
L
L
;
?
蝣
・
.
J
い

く
。
こ
1
p
t
皇
∴
ハ
い
v
-
"
'
r
j
"
6
-
"
小
山
蝣
.
'
-
(
i
,
-
;
「
平
∵
'
-
-
(
-
蝣
-
.
」
)

・
4
'
形
容
詞
・
形
容
封
詞
の
活
用
を
ま
と
め
へ
品
詞
と
し
て
の
-
'
!
=
?
別
法
を
知

S
K

蝣
・
-
-
'
i
:
∴
に
つ
い
て
'
叩
「
い
蝣
4
-
;
:
"
'
L
J
l
ぺ
∴
と
め
>
c
<
-
仕
出

立
上
O
v
'
,
-
:
い
に
蝣
i
/
-
'
-
x
.
・

・
-
'
V
j
:
リ
に
、
i
j
∵
∴
'

-
-
V
に
T
い
て
、
;
-
-
;
-
・
-
'

-
r
-
~
~
∴
と
蝣
S
'
(
-
i
i
'
i
,
-
-
I
-
'
-
-
」
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て
い
く
　
・
:
.
-
-
J
'
r
.
'
叶
、
-
O
.
S
l
工
、
蝣
r
j
)
C
S
;
芋
S
<
<
-
'
.
'
'
J
い
T
t
い
i
;
-
蝣
'
「
)

い
き
た
い
O
　
(
以
上
「
徒
卵
'
川
茸
」
)

丁
へ
　
　
言
∴
つ
い
!
∴
4
'
/
1
i
こ
v
^
-
-
一
六
、
∵
-
'
J
L
'
/
-
-
"
-
I
-
-
I
s
　
:
:
-
X
r
¥
L
¥
　
い

て
は
'
　
　
　
　
心
い
出
　
T
j
.
・
つ
隼
目
し
蝣
¥
-
"
^
蝣
＼
。
十
-
>
'
-
蝣
-
T
;
V
'
一
f
.
-

の
芯
誰
を
た
し
か
な
も
の
に
し
て
い
-
O

印
元
の
「
文
語
の
き
ま
り
」

こ
;
,
J
∴
J
ア
l
<
>
r
.
-
1
-
て
-
-
.
'
*
て
蝣
'
・
;
蝣
;
;
>
<
7
:
∵
や
け
、
1
-
-
早
:
I
;
-
'
ま
-
J
i
l
t
C
∴

で
あ
る
。
ば
ら
ば
ら
に
持
っ
て
い
る
知
0
'
:
を
へ
統
一
の
あ
る
も
の
と
し
て
'
体

系
だ
っ
た
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
共
通
す
る
規
則
性
や
開
運
を
考
え
て

い
・
＼
こ
I
t
・
・
蝣
'
-
;
・
'
E
'
;
-
'
v
;
.
る
　
　
‥
　
　
こ
=
に
上
∵
」
、
r
S
蝣
蝣
'
-
や
す
い

も
の
と
し
へ
使
い
や
す
い
も
の
と
し
て
い
き
た
い
。

∴
∴
∴
　
r
;
字
　
　
に
t
　
や
M
^
小
　
い
た
-
-
ォ
蝣
-
1
^
-
.
-
-
-
-
>
}
'
蝣
'
蝣
¥
蝣
-
し
し

け
た
い
o
　
ク
文
に
即
し
て
ク
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
'
徹
底
し
な
い
、
中
途
芋

粥
な
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
'
授
業
の
は
じ
め
に
遅
れ
て
-
る
者
'
欠
慌
者

の
多
い
現
状
で
は
や
む
を
得
な
い
L
へ
む
し
ろ
こ
-
い
う
方
法
の
ほ
-
が
'
大

*r;X̂
. -.¥-<-:Z::".:-i>　そうp̂
. ---'-

I
t
　
　
㌣
∵
ト
(
　
い
て
*
-
-
-
.
'
-
-
)
∵
苦
し
　
　
,
'
:
-
-
*
-
o
*
∵
、
一
f
-
v
'
t
?
-
∴
へ

た:-.Illl---〔か-A'je

2
'
動
詞
に
つ
い
て
は
'
今
ま
で
の
作
業
の
上
に
た
っ
て
へ
文
語
・
口
語
の

「
I
E
C
r
i
:
C
v
l
　
い
-
蝣
-
.
'
:
:
B
∵
し
て
f
・
(
一
(
・
。

c
c
'
形
群
詞
・
欝
容
動
詞
に
つ
い
て
も
'
捕
用
と
用
法
に
つ
い
て
ま
と
め
る
0

形
容
詞
・
形
窄
動
詞
の
識
別
に
つ
い
て
は
'
名
詞
な
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